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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第195期

第１四半期連結
累計期間

第196期
第１四半期連結
累計期間

第195期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 14,062 9,085 59,077

経常利益（損失）（百万円） 1,644 △569 2,256

四半期（当期）純利益（損失）

（百万円）
1,404 △567 △5,316

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
1,384 △578 △5,238

純資産額（百万円） 21,637 13,350 13,944

総資産額（百万円） 63,634 43,217 52,348

１株当たり四半期（当期）純利益

（損失）（円）
11.38 △4.60 △43.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － －

自己資本比率（％） 33.7 30.4 26.2

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２. 第195期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

第195期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。第196期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．第195期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　財務に関するリスク

　　　　当社グループは、平成20年度に策定いたしました中期経営計画に基づき、安定した黒字体質の構築と、財務体質の改善

強化を図っております。資金面におきましては、取引金融機関との協定書を平成23年６月30日付で延長したことに

より、多くの取引金融機関から、引き続き安定的なサポートを頂けると認識しておりますが、今後の市場環境の予期

せぬ急変等により、その体制に変化が生じた場合には、当社グループの経営成績及び財務状態に重要な影響をおよ

ぼす可能性があります。

　　　　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて上記以外の重要な変更はありません。なお、文中の将来に関する事項は、本四

半期報告書提出日（平成23年８月12日）現在において当社グループが判断したものであります。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1) 業績の状況

　　　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により経済活動の水準は急速に落ち込み、

サプライチェーンの復旧や消費の動向に持ち直しの兆しが見られたものの、電力供給制約や海外要因による円高

が進行しており先行き不透明な状況で推移しました。

 　 　建設業界におきましては、東日本大震災の復旧・復興に向けた補正予算の編成及び執行が見込まれるものの、民

間設備投資の低迷等により熾烈な受注競争は続いており、事業環境は大変厳しい状況で推移しております。

　　　　　このような状況の下で、当社グループは経営の効率化と業績の向上に努めてまいりましたが、手持ち工事の減少や東

日本大震災の影響による工事進捗の遅延等により売上高は前年同期比35.4％減の90億円、損益につきましては、

営業損失５億円（前年同期は営業利益10億円）、経常損失５億円（前年同期は経常利益16億円）、四半期純損失

５億円（前年同期は四半期純利益14億円）となりました。

　　　　　セグメントの業績は次のとおりであります。

　　   (建設事業)

　　　　  建設事業を取り巻く環境は、市場全体の縮小により受注競争は更に激化し、厳しい状態が続いております。当社グ

ループはそのような状況のもと努力を続けてまいりましたが、建設事業の売上高は前年同期比35.1％減少の86億

円、損益につきましては、手持工事の減少等により、営業損失３億円（前年同期は営業利益11億円）となりまし

た。

 

　　   (不動産事業)

　      　不動産事業を取り巻く環境は、景気の先行き不透明感などから、厳しい状態が続いております。当社グループはこ

のような状況を考慮し販売活動を行いましたが、当社グループの不動産事業等の売上高は前年同期比43.1％減の

３億円、営業利益は１億円（前年同期は営業利益３億円）となりました。
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　(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　        当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　(3) 研究開発活動

　　　　　当第１四半期連結累計期間における研究開発費は33百万円でありました。なお、当第１四半期連結累計期間におい

て、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

　(4) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　　　　当社グループの運転資金需要の主なものは、工事施工に伴う材料費・外注費等の営業費用であり、当該支出は、工事

代金及び短期借入で賄っております。また、設備投資資金等については、工事代金及び借入により調達することに

しております。　

　　　　　平成23年６月30日現在の有利子負債は、短期借入金87億円、社債１億円となっており、約定弁済を進めた結果、前連結

会計年度末に比べ３億円の有利子負債減少となりました。今後も財務体質の改善・効率化を推し進め、有利子負

債の圧縮を図る方針であります。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 129,649,939 129,649,939
東京証券取引所（市場

第一部）

単元株式数は

1,000株であり

ます。

計 129,649,939 129,649,939 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

(株)

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

　平成23年４月１日～　　

　　　　　平成23年６月30

日

－ 129,649,939 － 15,431 － 3,857

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　　　①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） －            － 　－

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 

普通株式    6,288,000
－ 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式  123,165,000 123,165　　　　　 －（注）１

単元未満株式 普通株式      196,939 －
　１単元（1,000株）  未

満の株式 （注）２

発行済株式総数   129,649,939 －   －

総株主の議決権           － 123,165   －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、6,000株（議決権の数6

個）含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式257株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

　

若築建設株式会社

東京都目黒区下目

黒二丁目23番18号
6,288,000－ 6,288,000 4.85

計 － 6,288,000－ 6,288,000 4.85
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 ※1
 10,775

※1
 8,040

受取手形・完成工事未収入金等 ※1
 17,122 10,498

販売用不動産 ※1
 9,966

※1
 9,898

未成工事支出金等 2,106 2,447

繰延税金資産 640 640

立替金 1,320 1,110

その他 975 1,143

貸倒引当金 △15 △16

流動資産合計 42,891 33,762

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 ※1
 3,099

※1
 3,087

機械、運搬具及び工具器具備品 3,934 4,092

船舶 4,230 4,230

土地 ※1
 4,766

※1
 4,763

その他 42 46

減価償却累計額 △9,290 △9,424

有形固定資産合計 6,783 6,795

無形固定資産 115 144

投資その他の資産

投資有価証券 ※1
 1,769

※1
 1,753

その他 1,784 1,733

貸倒引当金 △997 △972

投資その他の資産合計 2,556 2,514

固定資産合計 9,454 9,454

繰延資産 2 1

資産合計 52,348 43,217
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 15,631 11,232

1年内償還予定の社債 ※1
 150

※1
 150

短期借入金 ※1
 9,053

※1
 8,728

未払法人税等 156 61

未成工事受入金等 3,426 2,608

引当金 856 469

その他 4,050 1,498

流動負債合計 33,325 24,748

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 1,027 1,027

退職給付引当金 3,842 3,884

その他 208 205

固定負債合計 5,078 5,117

負債合計 38,403 29,866

純資産の部

株主資本

資本金 15,431 15,431

資本剰余金 5,154 5,154

利益剰余金 △6,807 △7,374

自己株式 △691 △691

株主資本合計 13,087 12,519

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 56 49

土地再評価差額金 563 563

その他の包括利益累計額合計 619 612

少数株主持分 236 218

純資産合計 13,944 13,350

負債純資産合計 52,348 43,217
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高

完成工事高 13,382 8,688

兼業事業売上高 679 396

売上高合計 14,062 9,085

売上原価

完成工事原価 11,519 8,333

兼業事業売上原価 297 221

売上原価合計 11,816 8,555

売上総利益

完成工事総利益 1,863 355

兼業事業総利益 382 175

売上総利益合計 2,246 530

販売費及び一般管理費 1,150 1,080

営業利益又は営業損失（△） 1,095 △549

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 5 3

受取保険金 － 17

保険配当金 16 18

償却債権取立益 － 22

持分法による投資利益 700 －

その他 5 5

営業外収益合計 728 69

営業外費用

支払利息 128 63

持分法による投資損失 － 5

その他 51 20

営業外費用合計 179 89

経常利益又は経常損失（△） 1,644 △569

特別利益

前期損益修正益 24 －

固定資産売却益 26 0

負ののれん発生益 － 11

災害損失引当金戻入額 － 42

その他 0 －

特別利益合計 50 53
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

特別損失

前期損益修正損 153 －

固定資産売却損 4 －

固定資産除却損 0 3

投資有価証券評価損 75 －

減損損失 － 3

その他 30 －

特別損失合計 264 6

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,431 △522

法人税、住民税及び事業税 36 48

法人税等合計 36 48

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,395 △570

少数株主損失（△） △8 △3

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,404 △567
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,395 △570

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10 △7

その他の包括利益合計 △10 △7

四半期包括利益 1,384 △578

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,393 △575

少数株主に係る四半期包括利益 △8 △3
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。 

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

※１．このうち下記のとおり担保に供しております。

　(1)（イ）担保差入資産

※１．このうち下記のとおり担保に供しております。

　(1)（イ）担保差入資産

  百万円

完成工事未収入金 393    

販売用不動産 9,884    

建物 1,047    

土地 4,763    

投資有価証券 102    

　　計 16,191    

 

  百万円

預金 621    

販売用不動産 9,761    

建物 1,037    

土地 4,760    

投資有価証券 102    

　　計 16,283    

 

　　（ロ）担保付債務 　　（ロ）担保付債務

  百万円

１年内償還予定の社債 150    

短期借入金 9,003    

　　計 9,153    

  百万円

１年内償還予定の社債 150    

短期借入金 8,678    

　　計 8,828    

　　なお、短期借入金には１年以内返済予定の長期借入金を含

んでおります。

　　

　(2)上記の他、非連結子会社と金融機関との間で締結した借

入契約に基づく債務の担保として投資有価証券27 百

万円を供しております。また、当社が金融機関との間で

締結した工事保証契約に基づく担保として定期預金41

百万円を供しております。

　(2)上記の他、非連結子会社と金融機関との間で締結した借

入契約に基づく債務の担保として投資有価証券27 百

万円を供しております。

　２．保証債務

　　　連結会社以外の下記の相手先の金融機関等からの借入

に対し、債務保証を行っております。

 

　２．保証債務

　　　連結会社以外の下記の相手先の金融機関等からの借入

に対し、債務保証を行っております。

 

  百万円

門司港開発㈱ 1,428    

全国漁港漁村振興漁業協同組

合連合会
154    

㈱黒崎コミュニティサービス 524    

その他 101    

　　計 2,210    

  百万円

門司港開発㈱ 1,371    

全国漁港漁村振興漁業協同組

合連合会
154    

㈱黒崎コミュニティサービス 524    

その他 101    

　　計 2,153    

　　　門司港開発㈱への保証債務の一部は連帯保証であり、当

社負担額を記載しております。

　　　門司港開発㈱への保証債務の一部は連帯保証であり、当

社負担額を記載しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 55百万円 49百万円

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント その他

（注）１
調整額
（注）２　

合計
建設事業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 13,382 677 14,060 1 － 14,062
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　　 － － 21 △21 －

計 13,382 677 14,060 23 △21 14,062

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
1,148 314 1,462 △17 － 1,444

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主な内容は船舶監理業

務であります。

　　　２．セグメント利益の調整額△21百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額 　

報告セグメント計 1,462 　

「その他」の区分の損失（△） △17 　

全社費用（注） △348 　

四半期連結損益計算書の営業利益 1,095 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント その他

（注）１
調整額
（注）２　

合計
建設事業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 8,688 385 9,074 10 － 9,085
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　　 － － 29 △29 －

計 8,688 385 9,074 40 △29 9,085

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
△379 123 △256 △17 － △273

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主な内容は船舶監理業

務であります。

　　　２．セグメント利益の調整額△29百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額 　

報告セグメント計 △256 　

「その他」の区分の損失（△） △17 　

全社費用（注） △276 　

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △549 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第１四半期連結累計期間において、固定資産の回収可能額が帳簿価額を下回る物件について減損損失

３百万円を計上しております。なお、この減損損失は全社費用に属するため報告セグメントに配分されて

おりません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
11円38銭 △4円60銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
1,404 △567

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
1,404 △567

普通株式の期中平均株式数（千株） 123,363 123,361

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四

半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

資本金の額の減少　

　平成23年６月29日開催の定時株主総会で資本金の額の減少が承認され、平成23年８月２日に効力が発生いたしまし

た。

 (1)資本金の額の減少の目的 

　　今後の資本政策の機動性を確保することを目的としたものであります。

 (2)資本金の額の減少の方法

　　会社法第447条第１項の規定に基づき、資本金の額をその他資本剰余金に振り替えた上で、欠損の填補に充てたもの

であります。

 (3)減少した資本金の額

 　 資本金15,431,939,125円のうち、4,057,405,156円を減少し、減少後の資本金を11,374,533,969円といたしました。

なお、資本金減少の株主総会決議をふまえて、取締役会決議をもって、資本準備金のうち1,014,351,290円をその他資

本剰余金に振り替えております。

 (4)剰余金の処分の要領

 　 資本金の額の減少及び資本準備金の振り替えにより生じたその他資本剰余金を含むその他資本剰余金の全額を繰

越利益剰余金に振り替えることで、欠損の填補を行っております。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月12日

若築建設株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐野　　裕　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 日野原　克巳　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大津　大次郎　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている若築建設株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。 

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、若築建設株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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